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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本画像医療システム工業会（JIRA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添え

て日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済

産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS Z 4752-3-5:2008 は改正され，この規格に置

き換えられ，また，JIS Z 4752-2-6:2012 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2019 年に第 2 版として発行された IEC 61223-3-5 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

JIS Z 4752（IEC 61223）規格群の一部であるこの規格は，診断用 CT 装置における受入確認及び不変性

確認のための方法について規定している。 

新しい CT 装置の場合は，据付後に受入試験の全ての項目を実施し，又は既存の CT 装置の場合は，そ

れぞれの主要な保守作業後に受入試験の一部の項目を実施する。 

これらは，画質，放射線出力，患者位置決めに影響する安全性，性能の基準，規格，公開された及び／

又は契約上の仕様の検証を容易にするために実施する。 

CT 装置に関係する IEC 60601-2-44 との一致規格である JIS Z 4751-2-44:2018 とこの規格との整合を保つ

ために測定方法及び用語は，それから採用している。 

 

1 適用範囲及び目的 

この規格は，JIS Z 4751-2-44:2018 に適合する CT 装置における受入試験及び不変性試験について規定す

る。 

JIS Z 4751-2-44:2018 及びこの規格は，次に関するものである。 

－ 画質，放射線出力及び患者位置決めに関係する CT 装置の性能を表す基本性能のパラメータについて

規定する。試験する項目のリストを 4.3 に示す。 

－ 基本的な性能を決めるパラメータに対する試験方法について規定する。 

－ 附属文書で指定したパラメータの許容範囲に対する適合性を評価する。 

JIS Z 4751-2-44:2018 及びこの規格で規定した方法は，適切な試験機器を用いて据付中又は据付後に，非

接続形（non-invasive）で行うことができる測定である。据付手順のそれぞれの段階で作成する確認文書は，

受入試験報告書の一部として用いることが可能である。 

受入試験の目的は，画質，放射線出力及び患者位置決めに影響する仕様に，据付又は主要な保守作業が

適合しているかどうかを検証することである。 


